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申請様式 業務 機能追加項目 機能追加概要

輸入割当 申請 ①マスタ定義の変更 品目コード、割当方式コードの選択項目を変更します。

輸入割当承認

同時申請

申請 ①マスタ定義の変更 割当方式コードの選択項目を変更します。

輸入承認申請

（２の２号を含

む）

申請 ①マスタ定義の変更 品目コードの選択項目を変更します。

事前確認（水

産物）

申請 ①マスタ定義の変更 品目コード、商品コードの選択項目を変更します。

事前確認（まぐ

ろ）

全般 ②事前確認（まぐろ）
の追加

これまで事前確認（水産物）申請様式にて扱われていた、まぐろ類の品目の事前確認

について、事前確認（まぐろ）の専用様式にて申請を行うよう変更します。

それに伴い、事前確認（まぐろ）の専用様式の電子ライセンスに対する申請書の追加、

ならびに裏書業務の変更を行います。

１．機能追加の概要 申請様式別機能



申請書の種類

実施可能な申請手続

新規 新規
(補正)

更新・
変更

更新・
変更

(補正)

訂正 訂正
(補正)

輸出許可申請書 ○ ○ - - ○ ○

役務取引許可申請書 ○ ○ - - ○ ○

輸出承認申請書(特別に定めた申請様式があるものを除く(共通)) ○ ○ - - ○ ○

輸出承認申請書(輸出令別表第2-21の3(麻薬等原材料)) ○ ○ - - ○ ○

輸出承認申請書(輸出令別表第2-35(オゾン)) ○ ○ - - ○ ○

輸出承認申請書(輸出令別表第2-35の2(バーゼル)) ○ ○ - - ○ ○

輸出承認申請書(輸出令別表第2-36(ワシントン)) ○ ○ - - ○ ○

輸出承認申請書(輸出令別表第2-35の3(有害化学物質)、35の4(特定水銀)) ○ ○ - - ○ ○

一般包括輸出・役務（使用に係るプログラム）取引許可及び特別一般包括輸出・役務（使用に係るプ

ログラム）取引許可申請書

○ ○ ○ ○ - -

特定包括輸出許可及び特定包括役務取引許可申請書 ○ ○ ○ ○ - -

一般包括役務取引許可及び特別一般包括役務取引許可申請書 ○ ○ ○ ○ - -

一括輸出承認申請書(輸出令別表第2-21の3(麻薬等原材料)) ○ ○ ○ ○ - -

輸入割当申請書 ○ ○ - - ○ ○

輸入割当承認同時申請書 ○ ○ - - ○ ○

輸入承認申請書 ○ ○ - - ○ ○

輸入2号承認申請書 ○ ○ - - ○ ○

事前確認申請書（水産物） ○ ○ - - ○ ○

事前確認申請書（ワシントン） ○ ○ - - ○ ○

事前確認申請書（かに） ○ ○ - - ○ ○

事前確認申請書（まぐろ） ○ ○ - - ○ ○

事前同意相談申請書 ○ - - - - -

添付書類等追加申請書 ○ - - - - -

取下申請書 ○ - - - - -

再発行申請書 ○ - - - - -

履行報告等申請書 ○ - - - - -

２．電子申請手続き一覧

赤字：新規追加
青字：変更
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品目コード、割当方式コードの選択項目を変更します。

３．申請様式別機能 ①マスタ定義の変更

現時点で申請を受付けていない品目コード、割当方式コードが削除されます。

機能追加のポイント

輸入割当

水産物の割当品目に関わる品目コード、
割当方式コードのみ選択できます。
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割当方式コードの選択項目を変更します。

３．申請様式別機能 ①マスタ定義の変更

輸入割当承認同時

現時点で申請を受付けていない割当方式コードが削除されます。

機能追加のポイント

輸入割当承認同時申請は、
「0：割当方式の省略」のみ
選択できます。
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品目コードの選択項目を変更します。

３．申請様式別機能 ①マスタ定義の変更

輸入承認申請（２の２号を含む）

現時点で申請を受付けていない品目コードが削除されます。

機能追加のポイント

水産物の割当（割当後輸入承認）、
または２の２号承認の品目コードの
み選択できます。
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品目コード、商品コードの選択項目を変更します。

３．申請様式別機能 ①マスタ定義の変更

事前確認（水産物）

・まぐろ類の事前確認を新規に申請する場合、「事前確認（まぐろ）申請様式」の専用様式にて申請を行ってください。

特記事項

経済産業省で現在申請を受付けて
いない、まぐろ類の品目コードおよび
商品コードが削除されます。



申請はJAA業務にて行います。
（通常の申請方法と同じです）

申請種類番号は「B40」となります。
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３．申請様式別機能 ② 事前確認（まぐろ）の追加

・まぐろ類の事前確認が水産庁へ移管されたことに伴い、これまで事前確認（水産物）申請様式にて扱われていた申請が、事前確認（まぐろ）
の専用様式にて申請を行うよう変更します。 申請、電子ライセンス照会、ならびに通関業者指定などの各機能は、他の申請様式と同等に利
用できます。

・めろ または鯨の事前確認申請は、これまで通り、事前確認（水産物）申請様式にて申請を行います。

機能追加のポイント

事前確認（まぐろ）の専用様式の電子ライセンスに対する申請書の追加、ならびに裏書業務の変更を行います。

事前確認（まぐろ）

申請書作成ソフトにて申請様式「事
前確認（まぐろ）」が選択できます。
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４．【注釈】 事前確認（まぐろ）の申請の運用

○事前確認（まぐろ）の電子申請手続きは、平成３１年１月１１日より運用を開始します。それまで申
請書を作成することは可能ですが、電子申請は平成３１年１月１１日以降に実施してください。

※システム準備の関係から運用開始前に電子申請は可能となりますが、運用上、受理することは
できません。運用開始前に電子申請を行った場合は取下げを依頼させて頂きますので、ご了承くださ
い。

※事前確認（まぐろ）の輸入手続きについての詳細な情報は、以下のHPをご参照下さい。

●水産庁 まぐろ類の輸入について

http://www.jfa.maff.go.jp/j/enyou/tuna/

参考


